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モ リシ マ ア カ シ ア 林 の

リ タ ー フ ォー ル 量 と被 食 量

渡辺弘之 ・羽谷啓造 ・上申光子

  An Estimation of Annual Litter Fall and Grazing Loss 

in a Black Wattle (Acacia  mearnsi=  A. mollissima) Plantation 

 Hiroyuki WATANABE, Keizo HAYA and Mitsuko UENAKA

要 旨

和 歌 山 県 白浜 町 京 都 大学 白浜 試 験 地 の モ リ シマ ァ カ シ ァ林 で,リ タ ー フ ォー ル量 を1977年,

1978年 の2年 間 調 べ た 。

1977年 の リター フ ォー ル量 はhaあ た り9,041㎏,1978年 は9,701㎏ で あ った。 この大 きな値 は

1977年 で は ア カ シア の葉4,482㎏,さ や1,509㎏,種 子496kgと 花1,763㎏ に,1978年 は ア カ シ ァ の

葉4,251kg,さ や2,983㎏,種 子1,223kg,花413㎏ に よ った 。

この リタ ー フ ォー ル に よ って 林 地 に供 給 され る 養 分 量 は1977年 でhaあ た り,窒 素192.9kg,

りん5.4㎏,カ リウ ム32.6㎏,1978年 で窒 素197.4㎏,り ん5.3kg,カ リウ ム34,3㎏ で,と くに,

窒 素 が大 きな 値 を示 した 。

虫 糞 の 落 下 量 は1977年 でhaあ た り::,1978年 は1711sgで,被 食 量 は 食 葉 性昆 虫 の 同 化効 率

を20%と す る と,97,8㎏ と213.3kgと な る。 一 方,ト ラ ップ回 収 時 ま で の 減少 を25°°,切 り落 と

し量 を20%と す る と,被 食 量 は156.4㎏,341.2kgと な り,こ れ は落 葉量(新 葉量)の3.5%,8、0

%に,き らに,全 着 葉 量 の1.7%,4.0%に 相 当 した。

ま え が き

モ リシ マ ア カ シ ア(Acacia"1θ α・嘱=A.mollissim¢)は 早生 樹 あ るい は 肥料 木 と して,九 州 天

草,岡 山 県 玉 野,伊 豆 地 方 な どに は,ま だ,か な り大 きな造 林 地 が あ り,西 日本 各地 の ゴル フ場

な どに もよ く植 え られ て い る。 しか し,一 時 期 に く らべ,本 種 の造 林 は 著 し く下 火 に な って い

た。 と こ ろが,最 近,マ ッ クイ ム シ被 害 跡 地 へ の本種 の造 林 が,再 び,見 な お され始 めて い るよ

うで あ る。

この モ リシ マア カ シ アの リタ ー フx一 ル 量 は調 らべ られ て い な い し,リ タ ー フ ォー ル に よ る養

分 還 元量,さ らに,て い ね い に よ り分 けた 虫 糞 量 か ら,食 葉 性 昆 虫 の被 食 量 を推 定 して み た と こ

ろ,興 味 あ る デー タ ー が得 られ たの で報 告 す る。

調 査 地
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マ ァ ヵ シァ(Acaciame¢rn.si=A.mollissim¢)の1960年 植 栽,18年 生 の林 分 で 行 な った 。

調 査 林 分 の 概 要 は下 記 の とお りで あ る。

調 査 方 法

この モ リシ マ ア カ シ ア林 に50㎝ ×50㎝ の ゴ

ース 製 トラ ッ プ を10個 ,地 表 約1mの 高 さに設

置 し,1977年1月 か ら1978年12月 まで,2年

間,1ケ 月 ご とに落 下 した リタ ー を回 収 した 。

分 析 の 内 容 を ア カ シ アの 葉 ・枝 ・樹 皮 ・さ や

(未熟 な もの と成 熟 した もの に分 け る)・ 花 ・

や に ・種 子 と,飛 来 ・運 搬 され て きた ア カシ ァ

以 外 の 樹 木 の 葉 ・枝 ・樹 皮 ・果実 ・花,お よ び,

虫 体 ・虫 糞 ・鳥糞,そ の 他 に 区分 し,そ の絶 乾

舌 暑 ん翁 航ナ,.

 

Table1.Descriptionofstudyarea

MeanD・B・Hem13.0(526)

Meanheightm11

 

Treedensity/ha1,600

Basalaream'/ha23.5

VolumemF/ha105.4

養分分析は窒素はケルダール変法,り んは光電比色法,カ リウムは炎光光度法で,そ れぞれ分

析した。なお,分 析は演習林,薬 師寺清雄氏にお願いした ものである。

結果 お よび考 察

1リ タ ー フ ォ ー ル 量

表2に 示 し た と お り,

1977年 の リ タ ー フ ォ ー ル 量 は

9,041.5kg/ha,モ リ シ マ ア カ

シ ア の も の が8,798.9㎏,そ

の 内 訳 は 落 葉4,482.Okg,落

枝520.2㎏,さ や1,508.6㎏,

種 子496.3㎏,花1,763.1㎏,

や に25.7㎏,そ の 他 の 樹 木 の

落 葉67.5㎏,果 実50.7kg/ha

で あ っ た 。

1978年 は,9,701.3㎏/ha,

モ リ シ マ ア カ シ ア は9,433.6

㎏,そ の 内 訳 は 落 葉4,250.8

kg,落 枝561,3kg,さ や2,983.3

㎏,種 子1,223.3㎏,花413.O

kg,そ の 他 の 樹 木 の 落 葉57.2

㎏,果 実14.3㎏/haな ど で あ

っ た 。

こ の2年 を比 較 す る と,ア

ヵ シ ァ の 葉,枝 な ど は 両 年 で

あ ま り か わ らな い が,き や,

Table2.Amountofeachcomponentinlitterfall

(d・wkg/ha・yr.)

1977%1978°o ト
Aeaeiameansileaf4,481.9949.64,250.8343.8

branchI520.205.8561.345.8

bark2.95‐11.68‐

II
podj1,508.6116.7j2,983.3330.?

seed496.325.5j1,223.2812.6

flower1,763.1419.5412.984.3・
resln25、68-10.13-

l
Totalj8,798.899 ,433.58-l

Othersleaf67.520.757.180.6

1
branch!1.04‐1‐ ‐

barkO,37-0.51-

seed,fruit50。660.614.250 .1

flowerI1.54‐ ‐ ‐

Total121 .14i71.93-一 ～ 一 旨
Insectresidue10,490.15.28-

Insectfeee78.160.9170 .601.8

Birdfeee6.501 .42

Unidentifiedmaterials26.270.318.470.2
-

Tota19,041.459,701.27
1一 
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種 子,花 の 落 下量 が 大 き く異 な る。 す な わ ち,1977年 は 開花 年 で あ っ た よ うで,花 は1,763.1㎏ で

あ った の に,1978年 で はわ ず か413.0㎏ で あ る。 この 開花 は次 年,1978年 の結 実 に つ なが り,

さや が1977年 の1508.6㎏ に対 し,2,983.3㎏ とほ ぼ2倍,種 子 も496.3㎏ が1,223.3㎏ と,2倍 以

上 の 落 下 量 を示 した 。 また,量 的 に はわ ず か で あ るが,ア カ シァ の樹 幹 に よ くや にが 浸 出 し,

た ま るが,こ れ が1977年 に は25.7kgも 落 下 した の に,1978年 に は わず か0.1㎏ しか落 下 しな か っ

た。 や にの 浸 出 は 開 花 の 生理 に 関係 す る もの か も知 れ な い。

いず れ に しろ,1977年 に さや が リタ ー フ ォー ル量 の16.7%,種 子 が5.5°0,花 が19,5%,1978

年 に は さや が30.7%,種 子 が12.6%,花 が4.3%で,生 殖 器 官 の 落 下量 が1977年 で40°o,1978年

で46%を 占 めた こ とは,他 の樹 種 に は な い特 徴 で あ ろ う。

只木 は モ リシマ ア カ シア4年 生 林1)で,着 葉 量 を9.9t/haと 推 定 し,葉 の寿 命 は2年 で あ る と

して,葉 生 産 量 は4.9tで あ った と し,3～7年 生 の 林 分8)で は7～10t/haで あ っ た こ と を述 べ

て い るが,こ れ も落 葉 量 は3.5～5tと み な され,本 研 究 の落 葉 量4.5t,4.3tと ほ ぼ 同様 の 値

にな り,モ リシマ ・ア カ シア の落 葉 量 が,他 の 樹 種 の 森 林 に くらべ,か な り大 きい ことが わか っ

た。

2リ タ ー フ ォー ル の季 節 的 変 化

モ リシマ ァ カ シア林 の リタ ー フ ォール の 季 節 変 化 を図1に 示 した 。 リター フ ォー ル は6～8月

に著 し く多 くな るが,ア カ シア の落 葉 だ け を み る と,12～4月 の 冬 期 間 に やや 多 くな る もの の

1977年 で は 毎 月300kg/ha,1978年 で は6月 に や や少 な くな っ たが,200㎏/haの 毎 月 の 落 下 が あ

った 。 モ リシマ ア カ シァ の落 葉 は1年 を通 じて 行 な わ れ,季 節 的変 動 の少 な い樹 種 で あ る と い え



よ う。

落 葉 量 が夏 の間,少 な い の に,リ タ ー フ ォ ール量 が夏 に著 し く大 き くな るの は,ア カ シ ァの さ

や,種 子,花 の落 下 に よ る もの で あ る。

図2に 示 した よ うに,1977年6月 の 増加 は さや が263.6㎏,種 子 が82.2kg,花 が1,366.7㎏/ha

も落 下 し,7月 は さや が613.2㎏,種 子 が302.3kg,花 が3.4kg落 下 した こ と に よ って い る。 ま

た,1978年7月 の 増 加 は さや が1,409.3㎏,種 子911.Okg,花 の1.2㎏ の 落 下 が あ っ た こ と によ る

もの で あ る。

1977年 の5月 に 開花 した花 は6月 に落 下 し,受 粉 した 花 部 は生 長,成 熟 し,次 年 の1978年7

月,8月 に,種 子 を含 ん だ さや とな って 落 下 した もの で あ る こ とを示 して い る。 この こ とは モ リ

シ マ ア カ シ アの 開 花 ・結 実 に 年 次 変 動 が あ る こ と,そ れ も,か な り大 きな 変 動 で あ る こ と を示 す

もの で あ ろ う。

3養 分 供 給 量

この リタ ー フ ォ ール によ って,林 地 に 供給 され た養 分 量 を表3に 示 した 。1977年 に は 窒 素 が

haあ た り192.9㎏,り ん5.4kg,カ リウ ム32.6kg,1976年 に は窒 素 が197.4㎏,り ん5.3kg,カ リ

ウ ム34.3㎏ と な った 。 と くに,窒 素 と りん の供 給 量 が,今 まで に調 べ られ て い るい ろ い ろ な森 林
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で の値3)4)に く らべ,著 し く大 きな値 に な って い る。 窒 素 固 定 を行 な うマ メ料 植 物 と して,土 壌

を肥 沃 化 して い る こ と を示 す もの で あ ろ う。

Table3.Annualreturnofnutrientelementstosoil

kg/ha・yr.

197?11978

NiPKNPK

ムeaeialeaf97.711.968.9392.671.868.47

branch7.330.160.78?.910.170.84

barkIO.041‐1‐10.021‐i‐

pod15.540.334.26i30.730.658.42

seed19.650.74i4.9848.4411.8212.29
1

flower46.191.9312.4410.82!0.452.91
」

resinO.46‐0.04

0thersleafL360.070.43L1510.060.36

branchO。01一 一 一1一 一

…k訓 一 一 一 一1-

f「u't° ・73「 °・°7° ・2° °・2-° ・°2ミ ・゚°5

fl°w・「0・04一 一 一 「-i-.5.I
Insect「esldueO・840・0410・100・42「0・020・04

1
1nsectfeceI2.0610.0910.3814.4910.1910 .84

…dfece卿 一 「 …3…31-一

…d・ …f・・d・・・・…1…751…4…6{・ ・53…3…4

Total192.885.43j32.63」197.425.2734.26
し

Table4.Percentageofnutrientelementstototalweight

TotalNIPIK
I

Acacialeaf2 .18°00.04°00.20°O

bra・eh1.41;0.0310.15

pod1.0310.020.281

seedi3.960.15j1.00
1

flowerl2.620.110.71

resi・ ト ・・8・ …3…7 1
0thersleaf2.020。1010.63

f「uit・seedl・450・ ・3ト0・39

1nsectresidueI8.0110.3910.85
-

I

Insectfece2.63iO.110.49

Unidentifiedmaterialsi2。850.150.22
1

4虫 糞 落 下 量 と被 食 量

虫糞 の 落 下 量 は1977年 に は78.2

㎏/ha,1978年 は170.6㎏/haと 大 き

な差 が あ っ た が,こ れ らの 値 は表5

に示 した よ うに,今 まで 調 べ られ た

虫 糞 量 の測 定 値 の中 で は最 も大 きな

値 とい う こ とに な る。 しか し,落 下

ぼ誰 、馨獺 聯 鍔贈

蕾王鯖 寒磯 箏麦毒纂耀
葉性昆虫である鱗翅目幼虫の頭部 カ

プセルはわずかしかなかった。虫体

落下量は虫糞落下量 を直接反映 して

いないようである。



虫 糞 の落 下 量 の 季 節 的 変 動 を 図3に 示 した 。7～9月,夏 期 に 最 も多 い 虫 糞 の落 下 が あ る こ

と,1977年 に く らべ,1978年 に大 きな 虫糞 の落 下 量 の あ った こ と を示 して い る。

表5に 示 した よ うに,リ ター フ オー ル量 を測 定 した 際,虫 糞 を よ り分 け,食 葉 性 昆 虫 に よ る被

食 量 を推 定 した もの が,い くっ か あ るが,そ の推 定 の 手 順 に ちが い が あ り,森 林 ご との被 食 量 の

比 較 を困難 に して い る。 す な わ ち,被 食 量 を

∠G:虫 糞 量 に食 葉 性 昆 虫 の同 化 効 率(20%)を 補 正 した もの5)6)7)

100F(虫糞 量)・
80

dG';QGに さ らに,リ タ ー トラ ッ プ内 で の減 少(25%)を 補 正 した もの8)a)is)

100eG

75

dG":こ の2つ の 補正 に,さ ら に,切 り落 し量 広 葉 樹 で20%,針 葉 樹 で10%を

補正 した もの1°)11)is)13)

eG・12°loo(藤 樹)dG'・i1°ioo(針 葉 樹)

と して 求 めた もの が あ る。

この モ リシ マ ア カ シ ア林 で の 食 葉 性 昆 虫 によ る 被 食 量(∠G)は,同 化効 率 を20%と す れ ば

1977年 で97.8㎏,1978年 で213.3㎏/haに な る。 ま た,リ タ ー トラ ップ 内 で の減 少 を25%11)is)13)

とす れ ば,被 食 量(∠Gノ)は1977年 は130.3㎏ と1978年 で284.3㎏/haと な る。 さ らに,切 り落 と

し量 を20%増1のis)IR)13)と す る と,被 食 量(∠G")は1977年 で156.4kg/ha,1978年 で341.2㎏/haと

い う推 定 に な る。

この被 食 量(dG")は 落葉 量 の1977年 で3,5%,1978年 で8.0%(d(x/dLF)に 相 当す る。 落 葉 量

と新 生 葉 ・当年 生 葉 量 は ほ ぼ同 じ とみ て よ い で あ ろ うが,そ うす る と,新 生 葉 の3.5°08.0%の

被 食 率 に な る。 また,す で に述 べ た よ うに,ア カ シア の葉 量 は落 葉 量 の2倍,2年 分 つ い て い る

とす れ ば,こ の森 林 での 被 食 率(∠G"/LB)は 全 葉 量 に 対 して1977年 で1.8%,1978年 で4.0%と

い う こ とに な る。 この く らいの 被 食 が あ って も,食 葉 性 昆 虫 が発 生 して い る と は思 えな か った 。
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Table5.GrazinglossbyleafeatinginsectsI
InsectInsectT°talLeafLeafGrazingl°ss

residuefetelitterlitterbiomoss._.1,__IdG"/dLFdG"/LBReference

(F)一 一一一一一 一一(dLF)(LB)dGdG'dG"

1」(t)lollyPine26～644,96142～10610)11)

(Pioustaeda)

Fir(Abiesfirma)12)

Ile皿look(Tsugasieboldi)0.6279.24,9613,184139.4(4.4)

Bireh(Betulagrossa)2.9132.574,1002.48060(2。4)13)

Fir(Abiesfirma)8676,0892,71917,44377.1(122.8)(4.5)(0.7)5)

且 ・m1・ek2633,5852,3199,7・5旨2.4(115。5)(4.9)(1.2)5)

(Tsugasieboldi)

Nagi・Podocarpus12.70106.425,015.83,463.7(133.0)(177.4)(212.8)(6.1)14)

(Decuss°carpusnagi)7.7868.724,800.52,305.9i(85.9)(114.5)(137.4)(6.0)

・・p・…eeypress2・647・21,766・6・,584・ ・175・ ・(86・ ・)(…)・)

(Chamaeeyparisobtusa)1
1

Maehilus22.1206.26,9624,810(412.4)(8,6)15)

(Machilusthullbergii)39.3176.87,1364,728(353.6)(7.5)

JapaneseeypressO,4911.184,6403,049(20.5)(0,7)15)

(Chamaeoypar呈sobtusa)1.729.44,5493,307(17.2)(0,5)

Norwayspruce73.66,8543,79322,100129.2(142.1)(3.9)(0.7)16)

(Piceaabies)



Japaneseeypress1.4～2.3164,3143,25919,00027(32.0)1(1.0)(0.2)9)

(Chamaecyparisobtusa)

Subalpineconiferous1.93113.4*3,9332,106.5!17)
(Abiesmariesii)0.062.954,251.72,434.6i

Blaekwattle10.578.29,041 .4.4,482.0(97.8)(130.3)(156.4)(3.5)(1.8)Present

(Aeaeiameamsi)5.3170.69,701.34,250.8(213.3)(284.3)(341.2)(8.0)(4.0)paper

Warm-temperateevergreen-9417,1804,6737,866(82 .0)(1.8)(1.0)18)
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Résumé

 Annual litter fall and primary consumption were studied in a black wattle (Acacia 

 mearnsi=  A. mollissima) plantation in the Shirahama Experimental Forest of Kyoto 

University in Wakayama Prefecture for two years, 1977 and 1978. 
 Annual litter fall in the two years are estimated at 9,041 kg in 1977 and 9,701 kg/ha 

in 1978, respectively. Those high values are attributed to the amounts of leaves, pods and 

flower of Acacia in 1977, and to the amounts of leaves, pods and seeds in 1978. 
 Annual return of nutrient elements are estimated at 192 .9 kg in N, 5.4 kg in P and 

32.6 kg/ha in K in 1977, and  197.4  kg in N, 5.3 kg in P and 34.3 kg in K in 1978. 
 The amounts of insect feces are estimated at 78 kg in 1977 and 171 kg/ha in 1978, 

respectively. Grazing losses  (AG) ,on the assumption that assimilation efficiency is  20%, 

are estimated at 97.8 kg in 1977 and 213.3 kg in 1978, and, furthermore, grazing 
losses (AG") , on the assumption that weight loss on the litter trap is  25% and amount 

of cutting by feeding behavior is 20%, are estimated at  156.4  kg/ha in 1977 and 341.2 kg 

in 1978. Those values are equivalent to 3,5% and 8.0% of amount of leaf litter fall, or 

1.7% and  4.0% of leaf biomass, respectively.


